
 

 

 

 

 
 

愛川ふれあいの村 今月の風景 

2020年 11月 自然のたより 
 

 

 

 

 

 

 

 

紅葉したイロハモミジ ナラタケ 成虫越冬するツチイナゴ 

    

柿食うメジロ コウヤボウキ ヒメヤママユ キチジョウソウ 

    

アキノキリンソウ 羽化したてのルリタテハ フジバカマ ビンズイ 

    

リンドウ ムラサキシジミ ホソミイトトンボ（越冬型） メギ 

紅葉が美しく村を彩ります。赤や黄色は紅葉によるものだけではありません。黄色い花や赤い実も彩りを添

えています。晩秋に生えるおいしいキノコのナラタケが村のあちこちで顔を出していました。秋の味覚を楽し

むのは、なにも我々だけではありません。鳥たちも盛んに柿を食べる姿をよく見かけます。冬眠に備えた虫た

ちは、この冬をどのように乗り越えるのでしょうか。（石川） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

トピックス ★カラフルに色づく村★ 
 

今年も紅葉のシーズンになりました。村のイチョ

ウやイロハモミジ、メタセコイア、カツラもきれい

な褐色や黄色に変わり、見る人たちを楽しませてく

れます。 

紅葉とは、落葉樹の葉が落ちる前に、赤色または

黄色に変わることです。赤く色を変えるものを“紅

葉”（こうよう）、黄色に色を変えるものを“黄葉”

（こうよう）、茶色に色を変えるものを“褐葉”（か

つよう）とも言われています。赤色や黄色や褐色に

なるものを含めて、紅葉と呼ばれていることが多い

ですね。 

紅葉をする村の木は、イロハモミジが印象的で

す。５本指のような葉をしていて、この葉を「いろ

はにほへと…」と数えたことからこの名前がついて

いるそうです。黄葉はやはりイチョウ。愛川ふれあ

いの村のイチョウは、新聞や県のたよりにも掲載さ

れたこともあり利用者に親しまれています。並木は

黄色一色に染まり、歩くだけでも気分が高揚しま

す。褐葉は、メタセコイア。背が高いメタセコイア

並木の木漏れ日は思わず息をのむ美しさです。 

さらに、黄葉す 

るカツラの木は、 

香りを楽しむこと 

ができます。葉が 

落ちて時間が経つ 

とほんのりとキャ 

ラメルのような甘 

い香りを出します。 

紅葉のシーズンも 

あと少し、眺めて 

も、香っても楽し 

めるカラフルな木 

々を満喫しましょ 

う。（住友） 
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紅
葉
す
る
木
々
の
足
元
を
見
る
と
、
名
の
由

来
と
な
る
鮮
や
か
な
紺
色
を
し
た
ノ
コ
ン
ギ
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が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
紫
が
か
っ
た
花
弁
と

黄
色
の
花
が
良
く
目
立
ち
、
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

や
キ
タ
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ハ
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蜜
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ま
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も
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あ
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現
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落
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暖
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
ヒ
ラ
タ
ア
ブ
の
幼
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は
、

植
物
の
新
し
い
芽
を
食
べ
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
を

専
門
に
食
べ
て
い
る
と
い
う
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ら
、
人
間
と
っ

て
あ
り
が
た
い
昆
虫
で
す
。
畑
の
野
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や
花
壇
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に
つ
く
厄
介
な
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ブ
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シ
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ど
ん
ど

ん
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べ
て
く
れ
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ら
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す
。
成
虫
越
冬

し
た
親
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
い
る
場
所
を
見
つ

け
そ
こ
に
産
卵
す
る
と
い
う
賢
さ
を
持
っ
て

い
る
の
も
驚
き
で 

す
。
何
気
な
く
見
て 

い
る
小
さ
な
虫
も
人 

の
知
ら
な
い
知
恵
を 

持
っ
て
い
る
こ
と
を 

知
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
退 

治
に
活
か
し
た
い
と 

思
い
ま
し
た
。 

（
吉
田
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旬    ★さつまいも★       
 

 

秋の味覚として『さつまいも』が思い出されます

ね。さつまいもは、ヒルガオ科・さつまいも属の植

物です。原産地は中米です。日本には 1600年ごろ

中国から伝わり『唐芋』と呼ばれ、薩摩に伝わった

ことにより『薩摩芋』と呼ばれるようになりました。 

 古くから食べられている薩摩芋ですが、とても健

康に良く、ビタミン C・食物繊維・カリウム・ポリ

フェノール等の栄養が含まれています。 薩摩芋は、

ゆっくり加熱すると酵素がはたらいて、芋のデンプ

ンが糖に変わり、甘みが出ます。じっくり蒸すか、

オーブンで焼くと美味しいです。焼き芋・天ぷら・

スイートポテト等、調理によっ 

ておかずに、スイーツにと万能 

な食材です。お好みの調理で、 

栄養満点な薩摩芋食べてみては 

いかがでしょうか。（菅原） 

 

 

生き物    ★ミミズ★       
 

 子どもの頃の懐かしい思い出に、川での鰻釣りが

ある。餌はミミズだった。鰻専用の細長い釣り針に

ミミズをつける。箸ほどの細長い竹棒の先に引っ掛

けて、岩の間や石垣の穴に潜んでいる鰻をねらい、

そっと差し込む。鰻が食らいつくと、棒を引き抜き

釣り糸を引っ張り鰻を引きずり出す。ぬるぬるとし

た鰻は、すべり止めのカボチャの葉でつかみ釣り針

を抜く。 

愛川ふれあいの村の側溝さらいをすると、ミミズ

がいっぱいいる。腐植 

土はミミズにとって楽 

園なのだろう。ピンピ 

ンはねるミミズには今 

でも愛着を覚える。そ 

してそっと土を掛けて 

やる。（河野） 
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